
第
二
節　
学
力
向
上
と
進
学
成
果
へ
の
期
待
と
熱
気

一　
野
沢
北
高
へ
の
期
待

創
立
百
周
年

　
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
、
野
沢
北
高
は
旧
制
野
沢
中
学
校
以
来
の
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
年
度
だ
っ
た
。
数
年
前
か
ら
生
徒

や
職
員
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
「
野
沢
北
高
校
創
立
百
周
年
」
を
意
識
し
た
。

　
こ
の
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
日
輪
祭
は
「
創
立
百
周
年
記
念
祭
」
と
し
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
当
時
の
新
津
真
澄
（
三
五
回
卒
）
岳

南
会
長
は
「
・
・
・
母
校
が
佐
久
を
拠
点
と
し
て
、
教
育
の
源
流
と
な
る
責
務
が
あ
る
・
・
・
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
歴
史
の
営
み
の

中
で
、
独
自
に
高
い
理
想
を
掲
げ
て
躍
進
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
」
と
し
、
吉
田
茂
男
（
六
〇
回
卒
）
学
校
長
は
「
我

が
校
に
と
っ
て
の
貫
く
棒
と
は
、
諸
先
輩
か
ら
脈
々
と
伝
わ
る
文
武
両
道
・
自
主
自
律
の
校
風
そ
の
も
の
で
あ
り
・
・
・
健
全
な
野

沢
北
ミ
ー
ム
（
生
物
学
者
ド
ー
キ
ン
ス
の
造
語　
筆
者
注
）
の
継
承
と
創
造
・
発
展
に
職
員
・
生
徒
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
行
き
た
い
」

と
野
沢
北
高
の
あ
り
方
や
未
来
へ
の
期
待
を
『
岳
南
會
ニ
ュ
ー
ス
第
12
号
』
で
披
瀝
し
て
い
る
。

　

 

こ
の
時
期
の
野
沢
北
高
が
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
、
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
か
、
ま
た
地
域
に
お
け
る
立
ち
位
置
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
自
主
的
精
神
に
み
ち
た
人
格
の
育
成
を
は
か
り
、
佐
久
地
域
の
伝
統
校
と
し
て
、
学
力
と
進
学
実

績
の
さ
ら
な
る
向
上
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
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野
沢
北
高
を
取
り
ま
く
環
境
の
変
化
　

　
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
理
数
科
の
開
設
が
野
沢
北
高
に
様
々
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
前
節
で
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
で
あ
り
、

と
り
わ
け
進
学
実
績
向
上
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
理
数
科
新
設
を
梃
子
と
し
て
普
通
科
を
含
め
た
進
学
実
績
・
学
力
・
教
育
力
の
向
上

を
は
か
ろ
う
と
す
る
気
運
の
高
ま
り
が
、
一
九
九
六
年
度
以
降
の
進
学
実
績
の
大
き
な
伸
び
を
も
た
ら
し
た
。

　
一
方
で
こ
の
時
期
は
、
長
野
県
の
高
校
教
育
に
関
わ
る
、
入
試
制
度
の
大
き
な
改
定
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。
前
節
で
も
触
れ
て

い
る
が
、
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
は
第
八
節
に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
概
略
を
確
認
し
て
お
く
。

　
・‌�

一
九
八
九
（
平
成
一
）
年
、
長
野
県
の
「
高
校
学
力
低
下
問
題
」
が
議
論
さ
れ
、
そ
の
議
論
の
過
程
で
、
一
九
九
五
年
に
は
「
パ

ー
セ
ン
ト
条
項
」
が
導
入
・
実
施
さ
れ
た
。

　
・‌�

二
〇
〇
一
年
、
野
沢
北
高
校
創
立
百
周
年
の
こ
の
年
、
県
は
通
学
区
制
見
直
し
を
本
格
的
に
開
始
し
、
通
学
区
の
流
動
性
が
一

層
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。

　
・‌�

二
〇
〇
四
年
、
一
二
通
学
区
制
度
は
四
通
学
制
度
に
移
行
し
、
野
沢
北
高
に
と
っ
て
の
危
惧
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
佐
久　

地
域
の
生
徒
が
新
幹
線
を
使
い
長
野
地
域
に
通
学
す
る
事
例
も
出
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
他
の
通
学
区
の
「
地
域
ト
ッ
プ
高
」
と
は
異
な
る
事
情
が
本
校
に
は
あ
っ
た
。
パ
ー
セ
ン
ト
条
項
施
行
と
同
じ
年
、
佐

久
地
域
の
私
立
中
高
一
貫
校
が
募
集
を
開
始
し
、
佐
久
地
域
中
卒
生
の
「
青
田
買
い
」
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
職
員

の
間
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。
地
域
の
伝
統
校
・
進
学
校
の
地
位
を
ど
う
守
り
発
展
さ
せ
る
か
が
最
大
の
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
た
。

　
創
立
百
周
年
と
重
な
る
時
期
に
、
野
沢
北
高
内
外
で
、
学
力
と
進
学
実
績
向
上
の
期
待
は
た
か
ま
っ
て
い
た
。
単
に
大
学
進
学
実

績
を
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、「
真
の
学
力
」
と
は
何
か
を
問
い
つ
つ
、
そ
の
学
力
を
「
受
験
学
力
」
向
上
に
つ
な
げ
、
結
果
と
し
て

進
学
実
績
を
伸
ば
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
収
斂
し
て
い
っ
た
。
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二　
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
の
進
路
指
導

教
科
指
導

　
「
真
の
学
力
」
と
「
受
験
学
力
」
を
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
る
か
の
議
論
と
同
時
並
行
で
、
学
力
向
上
と
進
学
実
績
向
上
の
た
め

の
具
体
的
な
方
策
が
、
各
教
科
・
分
掌
・
職
員
全
体
で
検
討
さ
れ
、
着
手
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
を
み
て
ゆ
く
前
提
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
た
時
期
の
大
学
入
試
全
般
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
（
二
〇
二
一
年
か
ら
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
に
か
わ
る
。
セ
ン
タ
ー
試
験
と
略
記
）
の
比
重
が
、
国
公
立
大

学
は
も
ち
ろ
ん
私
立
大
学
入
試
で
も
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
の
成
績
と
各
大
学
実
施
の
二
次
試
験
（
＝
本
試

験
）
を
合
わ
せ
て
入
学
の
合
否
が
決
定
さ
れ
る
。
受
験
生
は
セ
ン
タ
ー
試
験
で
志
望
す
る
各
大
学
・
学
部
の
合
格
に
必
要
な
成
績
を

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
大
学
・
学
部
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
二
次
試
験
に
臨
む
。
私
立
大
学
で
も
何
ら
か
の
方
式
で
セ
ン
タ

ー
試
験
の
成
績
が
使
わ
れ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
は
英
語
・
数
学
・
国
語
・
理
科
・
社
会
（
地
歴
・
公
民
）
ご
と
に
、
マ
ー
ク
セ
ン
ス
方
式
で
答
え
、
国
公
立
大
学

受
験
志
望
者
の
多
く
は
五
教
科
を
受
験
す
る
。
受
験
生
は
広
く
五
教
科
の
基
礎
的
な
学
力
・
知
識
を
確
実
に
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

そ
の
た
め
の
学
習
に
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
二
次
試
験
は
、
受
験
す
る
大
学
・
学
部
が
指
定
す
る
教
科
・
科
目
の
試

験
が
課
さ
れ
る
。
深
い
知
識
と
学
力
を
問
う
試
験
に
、
記
述
や
論
述
あ
る
い
は
口
述
で
答
え
ら
れ
る
学
力
と
知
識
を
習
得
し
て
お
く

必
要
も
あ
る
。

　
各
教
科
の
指
導
に
は
、
生
徒
に
広
く
か
つ
確
実
な
学
力
と
、
深
い
知
識
と
思
考
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
進
学
実
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績
向
上
は
、
各
教
科
で
必
要
な
受
験
学
力
を
つ
け
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
学
校
と
し
て
の
進
路
指
導
運
営

の
方
向
性
や
統
一
性
が
意
味
を
持
つ
。

　
学
力
の
向
上
は
、
ま
ず
は
各
教
科
の
指
導
理
念
・
指
導
方
法
に
よ
る
だ
ろ
う
。

　
「
野
沢
北
高
の
生
徒
は
膨
大
な
英
語
教
材
を
こ
な
し
、
県
下
一
早
い
数
学
の
学
習
進
度
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
と
当
時
よ
く
耳
に

し
た
」
と
、
二
〇
〇
五
年
野
沢
北
高
校
卒
業
生
の
保
護
者
（
当
時
県
下
県
立
高
校
教
員
）
は
証
言
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
が
、

学
力
向
上
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
を
簡
単
に
み
て
お
く
。

英
語

　
当
時
担
当
し
て
い
た
、
蒔
田
芳
明
（
七
〇
回
卒
）・
徳
田
稔
（
七
三
回
卒
）
か
ら
の
資
料
を
も
と
に
、
英
語
科
の
取
り
組
み
を
み
て
お
く
。

　
・‌�

各
学
年
担
当
責
任
者
に
よ
り
年
度
末
に
総
括
し
、
三
年
間
を
見
通
し
た
学
習
内
容
・
計
画
を
共
有
し
た
。
学
年
間
の
引
継
ぎ
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　
・
二
年
次
末
ま
で
に
高
校
英
語
（
＝
大
学
受
験
）
の
基
礎
を
終
え
る
。

　
・‌�

毎
時
、
授
業
の
初
め
に
次
の
い
ず
れ
か
を
実
施
（
六
五
分
授
業
な
の
で
一
五
分
ド
リ
ル
演
習
の
余
裕
が
あ
っ
た
）。「
単
・
熟
語
」「
英

文
法
・
語
法
」「
構
文
」
の
小
テ
ス
ト
、「
速
読
」、「
教
科
書
本
文
音
読
暗
唱
」「
リ
ス
ニ
ン
グ
」。

　
・
二
〇
〇
点
満
点
の
定
期
考
査
に
よ
り
、
学
習
範
囲
を
網
羅
し
て
出
題
で
き
る
。

　
・‌�

英
文
の
多
読
奨
励
。
一
・
二
年
次
に
、
月
一
冊
の
サ
イ
ド
リ
ー
ダ
ー
を
読
む
（
二
〇
〇
六
年
入
学
生
用
の
サ
イ
ド
リ
ー
ダ
ー
一
覧
表
を

掲
げ
て
お
く
）。
た
だ
渡
す
だ
け
で
な
く
「
教
師
に
よ
る
帯
文
」
と
、
生
徒
か
ら
の
簡
単
な
感
想
文
を
出
し
て
も
ら
っ
た
り
数
値

化
し
て
も
ら
い
、
難
易
度
・
面
白
さ
な
ど
を
毎
回
確
認
し
て
次
の
教
材
選
択
に
活
か
す
。
生
徒
の
力
で
読
み
切
れ
る
レ
ベ
ル
で
、

達
成
感
を
持
て
る
教
材
選
び
に
つ
と
め
た
。
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数
学
　

　
「
理
数
科
開
設
前
後
の
数
学
科
の
指
導
の
特
徴
は
、
一
年
次
は
慌
て
ず
中
学
校
レ
ベ
ル
か
ら
の
基
礎
復
習
か
ら
始
め
た
。
ど
っ
し

り
と
構
え
、
自
主
教
材
の
プ
リ
ン
ト
を
使
用
し
丁
寧
な
教
科
指
導
を
心
が
け
た
」
と
柳
澤
英
夫
（
七
一
回
卒
）
は
回
想
す
る
。

　
数
Ⅰ
・
Ａ
、
数
Ⅱ
・
Ｂ
を
早
く
履
修
し
終
え
て
、
三
年
次
の
授
業
で
は
セ
ン
タ
ー
対
策
の
演
習
に
時
間
を
と
れ
る
よ
う
、
次
第
に

学
習
進
度
を
速
め
た
。

　
高
校
入
学
時
と
比
べ
、
校
外
模
試
の
数
学
の
偏
差
値
は
大
き
く
伸
ば
し
て
は
い
る
が
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
の
得
点
に
余
裕
を
持
た

せ
る
に
は
足
り
な
い
生
徒
を
な
ん
と
か
な
く
す
た
め
、
教
科
内
で
の
模
索
と
試
行
錯
誤
が
続
け
ら
れ
た
。

　
二
部
屋
に
分
か
れ
て
い
る
数
学
研
究
室
は
、
昼
休
み
時
間
と
放
課
後
は
常
に
質
問
待
ち
の
生
徒
で
あ
ふ
れ
る
情
景
は
、
今
も
変
わ

ら
な
い
。
生
徒
の
質
問
対
応
を
大
切
に
し
、
丁
寧
な
個
人
指
導
を
す
る
た
め
、
放
課
後
の
班
活
指
導
が
ま
ま
な
ら
な
い
の
が
数
学
科

サイドリーダー１年
 〈２月　The Blue Diamond
�  （Oxford数研）理数科推薦内定者〉
  4月　The Missing Coins
 � （Penguin桐原）
  5月　Hoshino Michio � （数研）
  6月　The Elephant Man
� （Oxford数研）
  7月　火垂るの墓� （三友社）
  8月　TITANIC� （Z会）
  9月　ギリシャ神話� （桐原）
10月　‌�O.HENRY Three Short 

Stories � （桐原）
11月　Ryuhei� （桐原）
12月　猿の手� （Oxford数研）
  1月　Walkabout�（Penguin桐原）
  2月　Past Promises（旧約聖書）
� （山口）
  3月　Hana’s Suitcase�　（三友社）
  3月　‌�6000人の命のビザ 

（杉原　千畝）� （三友社）

サイドリーダー２年
  4月　フランケンシュタイン�（桐原）
  4月　‌�THE DEATH OF KAREN 

SILKWOOD� （Oxford）
  5月　オリンピック� （数研）
  6月　オードリーヘプバーン
� （啓林館）
  7月　ハイサイ沖縄� （桐原）
  8月　白旗の少女� （山口）
  9月　‌�サイレントスプリング 

（レイチェル・カーソン） 
� （三友社）

11月　シャーロック・ホームズの冒険
�  （英潮社）
12月　クリスマス・キャロル
� （Oxford）
  1月　アニマル・ファーム
� （美誠社）
  3月　キング牧師� （PENGUIN）
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教
師
の
悩
み
で
あ
っ
た
。

　
授
業
開
始
時
の
三
分
ド
リ
ル
は
有
効
な
指
導
法
だ
と
、
白
石

克
典
（
七
五
回
卒
）
は
考
え
て
い
る
。
ド
リ
ル
の
出
来
具
合
で

生
徒
の
理
解
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
次
の
授
業
内
容
を
組
み
立
て

直
す
こ
と
も
あ
る
。理
数
科
生
徒
の
希
望
者
に
は「
週
末
課
題
」

を
渡
し
、
週
初
め
に
提
出
さ
れ
た
解
答
を
添
削
し
て
返
し
実
力

を
伸
ば
す
こ
と
も
行
っ
て
き
た
。
普
通
科
の
生
徒
に
も
声
を
か

け
、
多
数
参
加
し
て
お
り
、
生
徒
か
ら
は
好
評
で
あ
る
。

国
語

　
「
基
礎
的
な
学
力
を
つ
け
る
た
め
、
授
業
重
視
に
徹
し
て
い

た
。
受
験
に
必
要
な
学
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
適
切
な
教
材
や

課
題
を
精
選
し
、
夏
期
休
業
・
冬
期
休
業
期
間
に
は
課
題
を
増
や
し
た
。
こ
う
し
た
対
策
は
特
別
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
国
語
の

受
験
学
力
向
上
は
基
礎
学
力
を
確
実
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
生
徒
が
授
業
に
集
中
で
き
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
授
業

中
心
主
義
に
徹
し
た
。
受
験
対
策
を
強
く
意
識
す
る
三
学
年
に
な
っ
て
も
四
月
・
五
月
の
授
業
ま
で
は
、
一
学
年
で
学
習
し
た
古
典

文
法
を
再
度
復
習
し
、
基
礎
学
力
の
再
確
認
を
生
徒
に
強
く
意
識
さ
せ
た
」
と
、
小
須
田
正
樹
（
七
一
回
卒
）
は
述
懐
す
る
。

　
二
次
試
験
で
は
小
論
文
が
課
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
課
さ
れ
る
小
論
文
の
課
題
は
大
学
・
学
部
・
学
科
ご
と
に

異
な
り
、
人
文
系
・
社
会
科
学
系
・
理
学
系
・
工
学
系
・
医
療
福
祉
系
な
ど
多
種
多
様
に
な
る
た
め
、
指
導
も
多
岐
に
わ
た
る
。
本

校
で
は
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
、小
論
対
策
チ
ー
ム
に
よ
り
、作
成
さ
れ
使
用
し
て
き
た
『
小
論
文
学
習
の
手
引
き
』（
大
熊
剛
彦
〔
六 授業開始時のドリル・週末課題
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